
コ
ウ

コ
ウ
ナ

εザ
キ
高
波
岬
珠
洲
郡
の
東
北
端
で
、

一
に
宿
岬
と
も
い
ふ
。
沙
樹
海
に
出
る
こ
と
ご

0
0

米
像
。コ

ウ
-
-
ユ
ウ
小
鵜
入
加
ノ
・
鳳
至
郡
・
小
池
の

内
の
小
字
。

ヨ
ウ
ネ
ン
ジ
光
愈
寺
m
m
咋
郡
末
吉
に
在
っ
て
、

国
民
宗
東
援
に
屈
す
る
。

ゴ
ウ
ノ
涯
野
期
羽
咋
郡
堀
松
庄
に
画
す
る
部
務
。

寛
文
三
年
の
新
聞
と
い
み
。

コ
ウ
ノ
ス
ザ
ン
鵠
奥
山
鳳
至
郡
に
在
る
。
高

巣
山
に
も
高
洲
山
に
も
作
る
。
叉
輪
島
繊
・
大
野
織

の
別
稿
も
あ
り
、
地
方
人
は
寧
に
織
と
い
ふ
。
郡
中

一
鹿
島
郡
穏
門
寺
に
侮
へ
る
こ
の
寺
の
文
書
に
三
井
村

輿
徳
寺
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
村
の
前
名
が
三
井
村
で
、

三
井
郷
の
本
郷
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ヨ
ウ
ト
ク
ジ
奥
徳
寺
鳳
軍
部
輿
徳
寺
に
在
っ

た
寺
院
。
能
菅
名
跡
志
に
、
『
此
寺
鳳
軍
部
三
井
の
郷

に
在
り
て
、
梅
山
和
簡
の
開
基
、
総
待
寺
近
門
の
調

宗
な
り
し
に
云
々
、
則
今
其
騒
を
興
徳
寺
村
と
い
へ

り
。
其
時
の
什
縄
県
と
て
、
梅
山
和
筒
へ
龍
跡
の
捧
げ

し
諸
珠
干
珠
の
玉
・
唐
織
の
袈
裟
と
て
、
嘗
厨
〈
七

尾
〉
詞
宗
穏
門
寺
に
あ
っ
て
、
則
今
惣
持
寺
近
門
の

寺
也
。
』
と
見
え
る
。
こ
の
輿
徳
寺
が
今
の
七
尾
一
向

宗
商
寂
光
徳
寺
と
な
っ
た
と
の
読
は
全
〈
設
で
あ

る
0
4
9
ユ
ウ
モ

y
ジ
穏
門
寺
。

コ
ウ
ト
タ
タ
ジ
ヨ
ウ
奥
徳
寺
銭

J
ヒ
メ
ノ
ジ

ヨ
ウ
姉
.
の
域
。

ヨ
ウ
ナ
イ
ハ
タ
高
内
畠
鳳
京
都
本
江
〈
今
本

木
〉
の
内
の
小
字
。

コ
ウ
ナ

ε
高
波
珠
洲
郡
三
時
郷
に
画
す
る
郎

落
。
村
名
由
来
醤
に
、
『
此
村
元
和
三
年
三
崎
野
之
内

新
開
仕
、
村
立
出
来
、
高
波
村
と
唱
申
由
申
惇
候
。
』

と
あ
る
。

コ
ウ
ノ
ス
ノ
タ
キ
か
う
の
す
の
灘
鳳
軍
部
井

守
上
坂
に
あ
る
。
高
さ
七

O
米
許
。
附
近
巨
岩
相
擁

し
て
洞
腐
を
な
す
所
に
、
多
〈
錨
鯖
が
住
す
る
。

コ
ウ
ノ
ス
ヤ
タ
シ
高
淵
薬
師

1
・
コ
ウ
セ
イ
ジ

高
清
寺
。

ヨ

ウ

ハ

江

波

梅

聞

在

彼

。

第
一
の
高
峰
で
、
高
さ
五
六
七
米
、
地
質
輝
石
安
山

岩
。
毎
年
五
周
入
日
綴
行
き
と
稽
し
て
常
山
す
る
者

が
あ
る
。
紹
蹴
に
薬
師
堂
が
あ
り
、
山
宅
棒
・
槻
等

が
繁
茂
す
る
。
能
登
名
跡
志
に
、
『
輪
島
よ
り
東
に
笛

て
大
野
織
と
て
近
郷
の
高
山
あ
り
。
輪
島
よ
り
積
り

ご
里
に
在
。
。
宇
途
に
大
野
村
あ
り
。
別
常
高
泉
寺

と
て
あ
り
。
本
霜
高
洲
薬
師
と
て
鰻
像
あ
り
。
御
前

は
村
よ
b
一
里
あ
り
。
王
位
鑓
現
の
祉
あ
り
。
云

々
。
総
じ
て
今
高
洲
山
と
い
へ
ど
も
貨
は
高
槻
山

也
。
洲
と
淵
と
の
設
り
也
。
夫
木
抄
な
ど
に
あ
る
申

納
言
家
持
卿
の
歌
に
、
狩
人
の
来
ぬ
日
も
あ
り
て
高

淵
の
山
の
健
子
は
の
ど
け
か
ら
ま
し
。
』
と
見
え
、

ま
た
岡
留
に
『
絶
頂
は
廷
闘
を
見
お
ろ
し
絶
景
な
b
。

枇
の
脇
に
大
木
の
杉
あ
り
。
別
賞
高
泉
寺
は
鑓
雷
宗

に
て
、
元
は
八
坊
あ
り
し
と
て
、
寺
跡
そ
の
ま
L
あ

り
。
』
と
も
あ
る
。
こ
a
h

に
高
泉
寺
と
い
ふ
は
高
清
寺

の
視
で
あ
り
、
育
問
洲
山
を
高
槻
山
と
す
る
も
の
も
却

っ
て
設
で
あ
る
。

コ
ウ
ノ
ス
ジ
ン
ジ
ヤ
高
淵
紳
祉
臨
辛
一
部
大
野

(
今
西
大
野
〉
高
洲
山
に
在
る
。
式
内
等
窃
祉
穏
に
、

『
高
洲
山
紳
駐
。
河
原
問
郷
大
野
村
高
洲
山
銀
座
。

今
稽
=
五
社
明
紳
刊
或
去
五
社
椴
到
。
』
能
積
誌
に
、
『
高

洲
山
に
五
位
櫨
現
世
あ
り
て
、
祭
ろ
所
少
彦
命
な
り
。

跡
中
一
は
水
上
氏
に
て
大
野
村
に
院
佐
す
。
』
と
見
え

る
。
枇
臓
に
木
造
現
硯
脅
儒
高
六
九
極
の
も
の
が
あ

る
が
、
そ
の
顕
部
の
み
鎌
食
時
代
の
作
で
、
他
は
す

べ
て
後
補
で
あ
る
。

J
ウ
メ
ダ
コ
ウ
ハ

-

コ
ウ
ハ
イ
デ
ン
荒
鹿
田

J
ホ
ウ
デ

y

封
回
。
一
コ
ウ
フ
ヨ
ウ
リ
ヤ
タ
公
譜
要
時
二
容
。
文
化

コ
ウ
ハ
ガ
ッ
シ
ュ
ウ
注
波
合
集
一
加
。
道
之
一
十
四
年
弦
鷲
湯
浅
結
府
著
。
前
田
氏
に
関
す
る
諸
事

担
・
座
右
草
紙
・
蕉
翁
頭
陀
袋
の
偲
文
三
編
を
集
め
た
一
を
記
し
た
も
の
で
、
上
容
に
は
三
州
岡
部
衆
国
略
・

も
の
。
道
之
程
は
翠
痕
江
波
が
天
保
十
四
年
磨
蘭
・
一
金
棒
御
城
衆
国
略
・
三
城
来
図
略
・
御
宮
代
様
御
事

可
耐
と
共
に
宰
府
に
赴
い
た
こ
と
を
認
し
、
座
右
草
一
略
・
御
誕
辰
御
家
督
年
代
・
御
官
位
年
代
・
御
封
閥
年

紙
は
そ
の
作
っ
た
序
股
及
び
俳
句
で
あ
る
。
最
後
の
一
代
・
御
軍
役
年
代
・
御
勝
城
年
代
・
三
都
御
屋
敷
商
来

も
の
は
文
政
七
年
江
波
の
焚
年
風
の
文
で
、
芭
蕉
が
一
略
・
雨
御
末
家
井
七
日
市
侯
御
事
略
・
御
同
姓
幕
開
・

奥
の
剣
道
の
蹄
途
、
金
持
の
小
春
の
許
に
残
し
た
顕
一
御
漣
枝
之
家
々
・
御
家
門
之
家
々
・
御
鏑
替
、
下
容
に

陀
袋
が
翠
袈
の
家
の
什
物
に
な
っ
て
ゐ
た
の
を
、
貫
一
は
毎
用
諾
殺
生
不
仕
日
・
御
静
用
迄
殺
生
不
仕
分
・
御

膳
の
大
火
に
焼
い
た
記
事
で
あ
る
。
一
歴
代
様
弁
御
貧
母
様
御
位
牌
厨
・
御
廟
所
・
御
隠
代
採

コ
ウ
フ
ウ
香
風

4
ウ
メ
モ
ト
コ
ウ
フ
ウ
梅
一
御
戒
名
・
御
子
様
方
御
戒
名
・
御
質
母
様
方
御
戒
名
・

本

呑

風

。

一

御

末

家

稼

御

戒

名

が

載

せ

ら

れ

て

ゐ

る

。

コ
ウ
フ
ク
イ
ン
袋
詰
院
加
賀
務
中
一
第
十
ご
代
一
ゴ
ウ
へ
イ
合
平
鳳
一
京
都
溺

J

上
の
内
の
小
字
。

前
町
商
腐
の
女
診
椀
の
法
鋭
。
詳
し
く
は
洪
嗣
院
文
一
コ
ウ
ボ
ウ
イ
ハ
弘
法
岩
江
沼
郡
上
稿
回
に
在

山

妙

徳

大

妨

。

一

司

令

。

江

沼

恵

稿

に

、

上

稿

問

領

ア

ラ

ハ

ヶ

谷

に

あ

る

コ
ウ
フ
ク
ジ
光
福
寺
金
抑
・
彦
三
町
に
在
っ
て
二
と
記
し
て
ゐ
る
。

一
向
宗
商
振
に
臨
す
る
。
初
め
究
費
町
に
在
っ
た
一
コ
ウ

εヨ
ウ
憲
明
石
川
郡
申
奥
郷
に
踊
す
ろ

が
、
明
治
品
川
四
年
今
の
地
に
鱒
じ
た
。
一
部
務
。
白
山
富
斑
鍛
講
申
記
録
正
中
ご
年
四
月
四
日

コ
ウ
フ
タ
ジ
光
語
寺
羽
咋
郡
千
凶
に
在
っ
て
、
一
の
僚
に
見
え
る
光
明
寺
三
郎
は
こ
の
地
の
住
人
な
る

興

宗

東

一

献

に

毘

ず

る

。

一

べ

〈

、

幸

明

は

光

明

寺

の

轄

説

で

あ

ら

う

。

コ
ウ
フ
ク
ジ
廃
語
寺
胤
軍
部
矢
波
に
在
っ
て
二
コ
ウ

εヨ
ウ
イ
ン
浩
妙
院
加
賀
務
宇
.
第
三
代

間
制
宗
に
臨
す
る
。
永
徳
三
年
珠
躍
之
を
上
町
に
開
一
前
回
利
常
の
女
縞
鶴
蜘
.
の
法
脱
。
詳
し
く
は
措
妙
院

創

し

た

と

い

ふ

。

一

一

大

聴

日

銀

大

妨

。

コ
ウ
フ
タ
ジ
高
詔
辛
珠
洲
榔
小
路
に
在
っ
て
二
コ
ウ
£
ヨ
ウ
イ
ン
光
明
院
珠
洲
郡
上
に
在
つ

混

宗

東

振

に

鴎

す

る

。

一

て

、

提

言

宗

に

屈

す

る

。

熊

菅

名

跡

志

に

、

『

此

村

に

コ
ウ
フ
ク
ジ

9
ヨ
ウ
奥
縞
寺
領
三
代
貨
録
元
一
光
明
院
と
い
ふ
よ
き
密
寺
あ
り
。
和
漢
三
才
闘
曾
に
、

陵
七
年
十
ご
月
廿
抗
日
の
僚
に
、
『
越
前
閥
田
地
百
十
一
光
明
院
は
能
菅
の
谷
村
に
有
り
と
は
、
外
に
芳
明
院

二
時
二
百
九
十
一
歩
。
加
賀
岡
田
地
二
百
十
六
町
。
一
な
し
、
書
課
り
に
や
。
』
と
見
え
る
。
寺
援
に
木
遁
胎

依
=
天
平
勝
貸
元
年
四
周
一
日
詔
富
二
返
=
輿
縞
寺
ζ
一
議
界
大
日
知
来
座
像
髄
高
九
八
橿
の
も
の
が
あ
っ

と
あ
旬
、
そ
の
天
平
勝
箆
元
年
の
詔
と
い
ふ
も
の
一
て
、
鎌
倉
初
期
の
作
、
絹
本
著
色
十
ご
天
間
十
二
幅

は
、
陸
奥
闘
よ
り
賞
金
を
賞
し
た
時
、
諸
寺
に
墾
田
を
一
各
竪
九
九
檀
・
横
三
九
橿
の
も
の
は
鎌
倉
時
代
の
作
、

寄
泌
す
る
こ
と
を
宣
う
た
こ
と
に
係
る
。
し
か
し
加
一
絹
本
箸
色
穣
迦
三
倉
岡
竪
一
米
ご

O
橿
・
積
五
四
極

賀
の
輿
翻
寺
領
が
何
れ
に
あ
っ
た
か
は
知
ら
れ
ぬ
o
-
は
室
町
初
期
の
作
、
絹
本
著
色
鈎
湿
襲
圃
竪
一
米
一

九
七


